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平成２８年度　ＳＳＨ研究発表会・公開研究授業の開催について（ご案内）

　春寒の候、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。さて、本校のＳＳＨ研究発表会並びに公開研究授業につきまして、ご案内を申し上げます。
　つきましては、ご多用の折恐縮ではございますが、多くの皆様にご参加いただきご指導・ご助言を賜りたく、ご案内申し上げます。

記

１　目　　的　　今年度のＳＳＨ事業とそれに伴う授業改革の取り組みを総括・検証し、研究開発のまとめと次年度への課題確認の場とする。

２　日　　時　　平成２９年３月１６日（木）　９：５０～１４：４０

３　場　　所　　開星中学校・高等学校

４　プログラム
　　　　９：２０～　９：５０　　受付
　　　　９：５０～１０：０５　　開会行事
　　　１０：０５～１０：５５　　口頭発表（　中１～高２  ５本　）
　　　１１：０５～１１：４５　　ポスター発表（　約80本　）
　　　１１：４５～１２：００　　閉会行事
　　　１２：００～１２：４５　　昼休憩
　　　１２：４５～１３：３５　　公開研究授業（数学・科学探究・英語）
【テーマ：アクティブラーニングの実践と生徒評価の実践】
　　　１３：５０～１４：４０　　合評会および意見交換会

５　参加申込　別紙によりお申込みください。


　　　　　　【問合せ先】 開星中学校・高等学校 　ＳＳＨ部長　田中　薫
〒690-0017　島根県松江市西津田9－11－1 
TEL　0852－21－4915　FAX　0852－21－9118 
　　Eメール　kaisei-ssh@kaisei.matsue.shimane.jp




公開研究授業
テーマ　：　アクティブラーニングの実践と生徒評価の実践
	
数　学（高１）

「反転授業の手法を用いた自立的学習者及び集団の育成」
中島正一 教諭　　浜屋　陽 教諭

高1のベクトルの単元を『反転授業』の手法を用いて実施します。生徒は家庭での予習として事前に授業内容を録画した動画を見ます。そして実際の授業では、数名単位のグループに分かれ、演習問題に取り組みます。授業中はそのグループの中での話し合いを行いながら、グループ内の理解を深めていきます。
この授業により、主体的な学習者が育つことを期待しています。


	


	
科学探究（高１）

「ブラックボックスを用いて『科学の手法』を獲得する授業の開発」
三島邦彦 教諭　　石倉　彩 教諭　　田中　薫 教諭

『科学の手法』は誰でも身に付けることができます。今回は箱の中身を『自然界』に見立て科学的に検証するアプローチの授業です。観察→疑問→仮説→検証（反証）→考察という一連の手続きを、アクティブラーニングの手法を用いて学びます。



	


	
英　語（中３）

「Good by to Kaisei Junior High School」
小山修治 教諭　　ジュディ・オブライエン 講師

３月２４日の卒業式を前に、今まで身につけてきた英語の力、コミュニケーション能力、ユーモアのセンスを発揮できるように、グループで英語のスキットを作ります。始めと終わりの英文は、指定しますが、内容は自由。
グループで協力して、楽しいスキットを作り、練習して、人前で発表します。





別　紙
ＳＳＨ研究発表会・公開研究授業　参加申込書
	送信先ＦＡＸ番号　０８５２－２１－９１１８




申し込み先：開星中学校・高等学校　　ＳＳＨ部長　田中　薫　宛
３月９日（木）までにFAX又はメールにてお申し込みください。
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※研究発表会、公開授業どちらかのみのお申し込みでもかまいません。



